
















資料４ 

 

庁内ヒアリングの結果について 

 

 市民協働の支援については、市民協働支援センター準備室を設置し、市民協働の支

援を開始しているが、平成２４年答申書で示された機能の一部が未実施となっている。 

 また、社会情勢の変化等を踏まえるため「市民協働支援センター再検討委員会」を

設置し、検討を継続しているところである。 

 今回の庁内ヒアリングは、「市民協働支援センター再検討委員会」の議論の参考と

するほか、庁内の活動実態把握の一環とし、町会・自治会を含む市民活動団体等のほ

か、どのような団体が協働の担い手となりうるか、各協働事業の現状と課題、今度の

協働の方向性等について確認することを目的として実施した。 

 

番号 区分 内容 

１ 部署 広報秘書課 

 日時 令和８年７月２１日（火）１３：１０～１３：３２ 

 対象事業等 町会・自治会支援 

 ヒアリング項目 １．町会・自治会の活動状況 

２．町会・自治会への支援 

３．町会・自治会の課題、地域ごとの課題 

４．町会・自治会の今後について 

 主な論点 町会・自治会は防災・地域交流・環境美化など地域コミ

ュニティを支える重要な主体である一方、担い手不足、高

齢化、会員減少、活動の認知不足といった課題を抱えてい

ることが改めて確認された。 

また、市では町会・自治会について自主性を尊重する方

針をとっており、今後の市民協働支援センターには、町会・

自治会同士をつなぎ、情報共有や交流を促進する中間支援

機能への期待が示された。 

２ 部署 地域安全課 

 日時 令和８年７月２１日（火）１３：５１～１４：１２ 

 対象事業等 防災対策事業 

 ヒアリング項目 １．協働提案事業（防災植物・外国人防災）について 

２．防災フェスタ 

３．梶野公園減災フェスタ 

４．協働による価値・メリット 

５．今後の協働の方向性 

６．協働を進める上で感じている課題 



 主な論点 市の防災分野における協働事業（防災植物・外国人防災・

フェスタ等）では、民間や多様な主体の専門性を活かした

市民への普及啓発や、政策への提案反映が価値として挙げ

られた。 

一方で、金銭対価を伴わない中での目的・メリットの一

致の難しさ、企業の提案と市施策とのマッチング、市民側

の主体的参画への意識ギャップなどが課題となっている。 

円滑な協働に向け、制度面だけでなく「顔の見える関係

づくり」による信頼構築や、今後のコーディネート機能の

拡充が重視される。 

３ 部署 ごみ対策課 

 日時 令和８年７月３０日（木）１３：１０～１３：４２ 

 対象事業等 ハロウィーンフードドライブ 

 ヒアリング項目 １．協働事業の概要について 

２．協働対象との接点を持ったきっかけ 

３．事業化に至る経緯（行政事業・民間事業の経緯） 

４．協働による価値・メリット 

５．今後の協働の方向性 

６．協働を進める上で感じている課題 

７．その他 

 主な論点 食品ロス削減を目的として実施した啓発イベントは、

市・ＪＲ・社会福祉協議会の協働による駅でのイベントで

あり、互いの資源を活かし市民への高い周知と回収効果を

生んだ。 

一方で、当日職員の人的負担、市とＪＲ間の主体性の曖

昧さ、ごみ対策と福祉に跨る庁内連携不足が課題となって

いる。 

信頼に繋がる「地道な関係づくり」を土台に、行政依存

を脱した「民間主導の持続可能な運営」や「市役所内の複

数部署による協力体制」の構築が課題として認識された。 

４ 部署 子育て支援課 

 日時 令和８年７月３０日（木）１３：５５～１４：２０ 

 対象事業等 子育て団体とのネットワーク構築（小金井市子育ち・子育

て支援ネットワーク協議会） 

 ヒアリング項目 １．協働事業の概要について 

２．協働対象との接点を持ったきっかけ 

３．協働による価値・メリット 

４．今後の協働の方向性 



５．協働を進める上で感じている課題 

 主な論点 市内の子育て支援団体、市などで構成された協議会によ

る子育て支援・情報発信事業は、柔軟な市民目線と高い情

報収集力が強みである。 

課題として、担い手団体側の財政基盤の弱さやコアメン

バーへの負担集中・後継者育成、求められる役割に対して、

自主的・継続的な運営を基本としつつ、どこまで行政が支

援できるかがあげられる。 

今後の方向性としては、行政と子育て支援団体とのパー

トナーシップのもと、市民目線を保った活動を継続しなが

ら、コーディネート機能の充実や協議会との連携強化を目

指している。 

５ 部署 環境政策課（その１） 

 日時 令和８年７月３０日（木） 

１４：３２～１５：２７の前半部分 

 対象事業等 小金井市環境市民会議 

 ヒアリング項目 １．協働事業の概要について 

２．協働対象との接点を持ったきっかけ 

３．協働による価値・メリット 

４．今後の協働の方向性 

５．協働を進める上で感じている課題 

６．その他 

 主な論点 市主導で設立された環境市民会議は、会員の高齢化・新

規加入不足による人的支援の限界や企画・運営力の低下、

活動実態と合致しない条例・制度の硬直化が課題となって

いる。 

活性化は困難なため啓発事業はＮＰＯ等への委託に移

行しつつ、本事例の制度疲労から学び、今後の協働制度設

計では「定期的な見直し」「新陳代謝の仕組み」「終了・再

編等の出口戦略」の柔軟性を備えることを重視している。 

６ 部署 環境政策課（その２） 

 日時 令和８年７月３０日（木） 

１４：３２～１５：２７の後半部分 

 対象事業等 飼い主のいない猫対策事業 

 ヒアリング項目 １．協働事業の概要について 

２．協働対象との接点を持ったきっかけ 

３．事業化に至る経緯 

４．協働による価値・メリット 



５．今後の協働の方向性 

６．協働を進める上で感じている課題 

 主な論点 約１０年の猫対策（ＴＮＲ等）で市民からの苦情は激減

したものの、ボランティアの多額な自費負担や組織の高齢

化、地域環境の変化が課題となっている。 

重視する点として、活動を自費負担・ボランティア任せ

にせず、組織運営や人材育成を含めた「行政の伴走支援」

を強めること、そして高齢者のペット対応など「福祉視点」

を加えた新たなフェーズ（保護・譲渡支援等）へ発展・継

続させることを掲げている。 

 

 


